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漢字処理を用いた

会議録情報処理システム

コンビュ∽タ システムの利用形態が

技術計算や大量統計処理から,さらに

高度な情報処理へと進むにつれ,数字

やかな文字からi英字かな交じり文の処

理できる日本語情報処理システムが,

官庁,新聞報道界,汁1版界など広く各

方面から要望されている｡

たとえば,付f判之検ヰ主において壮′i一:かち･

交じりの膨大な呈のt議事録,年鑑,打

科事典には,索ijlはぜひ無くてはなら

ないものであり,このたび開発された

｢上.司会会議録情報処‡里システム+は漠ノナ:

に関する克明な.洞奄を某礎に独特の漢

ヰ:処理方式を採川したものである｡

出会会議録は,衆･春繭院の本会議

および委員会の議事録で,その量は年

間25,000～28,000ぺ【ジにもわたり,
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必要な議中,事渾iを柁しあてるのは客

観なことでなく,索引の作成が必要と

されてし､た｡同会同書館では,昭和37

年から総索引の作成にあたってきたが,

膨人な人手と帖間を要したため,昭和

45年,索引作成の機1城化が図られ,国

会図書館当局と｢l立製作所の共向作業

で,｢同会会議録情報処理システム+を

開発し,人名,‾事項名などによる総索

引を完成した｡

索引作成のプロセスは,まず係員が

会議録を読みながら,人名,事項を柚

上11し,索引デ【タ票に記人する｡次に

この索引入力データからノー㌧本ファイル

と辞吉ファイルを作り,_二つのファイ

ルから索引を編集し,それがi英字プIj

ンタから印Lll】i紙の形で出され,現イ象処

HITAC8400(H什AC8250以上)
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会議毒針吉報処王里システム構成図

理の後,El脚Jに1り】される｡以_卜のプロ

セスのうち,ネックとされた校jf工作業

も†莫字デイ スプレイ装芯を使用した校

止モニタによって,修正必要個所をデ

ィ スプレイl叫山=二呼び亡11し,止しい文

ノi二をキMインするとr‾-小時にミスを修止

できるようになって,作業を非′パ=二順

調に進捗させる｡

木システムグ)才､f也は,(1)さめ刹‖かいJ,!壬

礎.洞瀬をもとに漢′ト処f里の新方Jじを案

出したこと,(2)i莫Ti･二人力のミスをリア

ルタイムで校jtできること,(3)独特の

辞書ファイル方J℃を寸采川したことなど

であり,このような紫ijl作成をはじめ,

新聞,‖州立亡物の祁紫紺_】汁i,あてれて仙iq,

選′半袖槻､休J-(ノミホち･どのインフォーー

メーンョンにL白二ちに役だつものである｡

漢字プリンタ

漢字ディスプレイ
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